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～「コロナに負けるな！西区元気プロジェクト 2020」は好評のうちに終了～ 

環境に優しい取り組みや新しい生活様式への挑戦を推進

すべく、2020 年 11 月 2 日（月）～2021 年 1 月 15 日（金）

まで連携イベントのひとつである「西区ecoチャレンジ2020」

が開催されています。 

2020 年は新型コロナ感染症の拡大を受けて暮らし方も大

きく変化する中、持続可能な「新しい取り組み」を推進す

ることを目指すイベントです。参加者は 14あるメニューか

ら新たな取り組みを 3 つ実践します。取り組みの結果を報

告すると、抽選で豪華な景品が当たります。14の取り組み

メニューにはマイバックの持参や省エネを実践する従来型環境配慮のものや、テレワークの実践、

電子決済の利用など新しい生活様式への取り組みも含まれています。（下記の表参照） 

そして、「西区元気プロジェクト 2020」は区民祭りなどの地域活

動が中止・縮小を余儀なくされる中で活動の中心になってきました。

西区役所正面入り口前での日替わりブース出展（写真右は出展例）

や、地域団体によるパフォーマンス動画公開などを実施しながら、

地域のたくさんの連携イベント（2ページ参照）をとりまとめてき

ましたが、12月 6日の終了日を迎えました。 

西区 ecoチャレンジ 2020 取り組みメニューと景品 

取り組みメニューの例 景品の例 

１．環境に配慮した買い物（マイバック等） 

２．ゴミの減量（使い切り、バザー等） 

３．ゴミの資源化（リサイクル） 

４．省エネ（電気、ガスの削減） 

５．食品ロス（食べ切りの推進） 

６．地産地消（横浜野菜） 

７．電子決済（現金に触れない） 

８．デリバリーの利用（密を避ける） 

９．テレワーク（密を避ける）他 全１４ 

Ａ賞 

・ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテ

ル宿泊ギフト券 

・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ宿泊券 

Ｂ賞 

・神奈川大学 ステンレスボトル 

・崎陽軒 シウマイ弁当クッション 

・京浜急行電鉄 プラレール 

・日産自動車 アルミマイストロー   他 

詳細は、下記を参照してください。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/nishi/kurashi/machizukuri_kankyo/midori_eco/eco/this-

year/ecochallenge2020.html             上記以外の連携イベントの一覧は 2ページ 
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「西区 ecoチャレンジ 2020」が 2021年 1月 15日まで開催 
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サムライ業のしごと② 

 

聞きなれない言葉ですが、ＦＰとはファイナンシャルプランニングの略です。人生の夢や目標

を叶えるために、総合的な資金計画を立てて経済的な側面から実現を目指します。家計の金融、

税制、不動産、住宅ローン、保険、教育資金、年金制度など幅広い知識が必要です。この知識を

備え、サポートする専門家をＦＰと言います。くらしとお金に関わる総合的なアドバイザーです。 

日本では金融機関や不動産会社に勤務する企業系ＦＰが多く、海外では自分で事務所を保有

する独立系ＦＰが多いようです。保険会社のセールスマンからもらった名刺に「ＦＰ技能士」と

あるのを見た方もいらっしゃるでしょう。 

ＦＰ取得の難度は、国家資格のＦＰ技能士３級、２級、１級や、民間資格

であるＡＦＰ、ＣＦＰの段階があります。１級とＣＦＰは同レベルで、

共に最難関と言えるでしょう。 

家計の資金計画を相談する時には信頼できる人に頼みたいもの。気の

合うＦＰと出会えるといいですね。（出典：ＦＰ協会ホームページ） 

 

（1ページ『「にしく eco元気チャレンジ 2020」が 2021年 1月 15日まで開催』からの続き） 

【連携イベント】 

盛りだくさんの連携イベントです。多くの方に参加いただいて、前述の西区 ecoチャレンジ 

2020とＳＤＧｓパネル展の他は終了しました。   

●にしく商店街スタンプラリー 

●にしくらぶ「新しい自分発見！－記憶とメンタルヘルス-」講座の動画公開 

●読書×スポーツの秋講演会「為末大が語る読書・スポーツの魅力」動画公開 

●ＳＤＧｓパネル展：ジョイナス  12月 20日まで、 

新都市プラザ 12月 21日から 12月 27日まで 

   関連して「こども環境講座 わたしたちと SDGsのはなし」新都市プラザ 12月 27日） 

●西区ハマのウォーキングフェスティバル「ソーシャルディスタンス 西区ゆっくり散歩」 

コロナ禍はまだしばらく続きそうですが、コロナに負けずに元気に過ごしていきたいですね。

藤棚新聞でも西区の元気な取り組みを引き続き取材していきます。 

お問い合わせ：西区役所区政推進課 TEL 045-320-8327 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふじなちゃんの散歩道  

    絵を見ながら憩いのひととき 

今日の散歩は、ペリー来航の頃の雰囲気が漂

う戸部町 4 丁目にある岩亀横丁の岩亀稲荷で

す。このお稲荷様にお願いすると、ご婦人の

病が治ると言い伝えられています。 

  

 

 

その隣に画廊のように絵を飾っている喫茶店

「KALDEY」があります。ここで一休み。 

中に入ると、お店のママさんがモロッコなどに

観光で訪れた、街の風景や季節の花を描いた絵が

壁のあちこちに。 

色彩豊かな絵に囲まれながら飲むコーヒーは心

を落ち着かせてくれます。 

 

＜ＦＰ（ＦＰ技能士）ってなに？＞ 
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西区歴史シリーズ 

「くらやみ坂」 

西区には区の花と木がそれぞれあります。みなさんご存じですか？花は「すいせん」、木は「も

くせい」です。昭和５９年の区制施行４０周年を記念して公募で決まったそうです。 

そんな西区の区役所の東側、西中学校に登っていく坂を「くらやみ坂」と呼んで

います。どういう漢字を書くのでしょう。素直に考えると「暗闇坂」でしょうか。

しかし「鞍止坂」という説もあります。昔は馬で物資を運んでいましたが、坂が急

であり、このあたりで一息いれていたため「鞍止坂」になったとか。 

諸説ありますが、この坂のあたりに区の木名前を冠した「もくせい公園」があり

ます。最近リニューアルされて広くなりましたが、昔はこの辺りに牢屋と処刑場が

あったようです。昔ですから町中引き回しのうえ首切りなど残虐な処刑が行われ

ていたようです。そう考えると「暗闇坂」のほうがしっくりきますね。処刑された

囚人は近くの願成寺へ放り込まれて、極悪人ということで弔うこともできなかっ

たようです。 

現在は刑場の面影もなく子供たちの遊び場になっています。東京の東池袋公園にかつてＡ級

戦犯が処刑された巣鴨プリズンがあったことは有名ですが、いまは憩いの場になっています。刑

場の跡地を公園にするのは、未来ある子供たちのために戦争や犯罪のない平和な世の中になっ

てほしいという希望が込められているのかもしれませんね。 

参考文献：「西区 今昔話」、「藤棚新聞 2014 年 10 月号」 

※バックナンバーはこちらから https://fujidananews.jimdofree.com/ 

 

 

 

 

 

 

昔と今 

 昭和 46 年と今とを比べてみると、野毛坂周辺の風景に大きな変化はありませんが、廃線間

近い市電が力強く走っています。昭和 46 年前後というと横浜ではいしだあゆみの「ブルーラ

イト・ヨコハマ」や五木ひろしの「よこはま・たそがれ」が街に流れており、歩いている方

の足取りも曲に合わせたように軽快に感じられました。 

何処で買ったのでしょうか、昔も今も人気の綿菓子を大事そうに持っている姉妹と思われ

るふたり、小さな子の背中を押している親の姿が微笑ましく感じられます。こうした風景は 

これからも大切にしたいですね。 

 

野毛坂を上る市電とバス 

昭和 46年頃の野毛坂 現在の野毛坂 

https://fujidananews.jimdofree.com/
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藤棚新聞では、ただいま広告を募集中です。いっしょに活動してくれるボランティアも募集しています。 

 

横浜市民ギャラリー展覧会  2020年 1月 ～ 2月 

＜お問合せ先＞ 横浜市民ギャラリー 

（公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団／ 

西田装美株式会社 共同事業体） 

〒220－0031 横浜市西区宮崎町 26 番地 1 

TEL: 045－315－2828 FAX: 045－315－3033 

 

 

＜お願い＞ 新型コロナウイルスの影響により、展覧

会が中止・延期になることがあります。ご来館前に横浜

市民ギャラリーの HP または電話にて最新情報をご確

認ください。 

 

横濱市民ギャラリーからのお知らせ 

12/15(火)～令和 3 年 1/18(月)まで、館内にお入りい

ただくことができません。 

この期間は展示室の床改修工事、及び施設点検日と

なります。 

ご利用のみなさまにはご不便をおかけしますが、ど

うぞよろしくお願いします。 

 

藤原司法書士事務所 

相続・遺言その他の法律問題、 

お気軽にご相談ください。 

☏ 045-620-9477 

http://fujiwara-shiho.com 

 

10 月号掲載の茶房「一煎」の記事 

中のメールアドレスに誤りがありました。

お詫びして、訂正します。  

（誤）kaori1058inoue@gamail.com 

（正）kaori1058inoue@gmail.com 

横浜市の救急搬送データで高い割合 

 

PHOTO PAL CLUB 写真展 MOMENT 

2/2～2/7 

開催時間 10:00～17:00 ※初日は 13:00から 

最終日は 16:00まで 

橘学苑高等学校デザイン美術コース 15 期生卒業 

作品展 

2/3～2/7 

開催時間 10:00～18:00  

第 33 回 川へのドア展 

2/3～2/7 

開催時間 10:00～18:00 

家庭防災員救急研修に 28 名が参加して、12 月 13 日に栄区豊田地区センターで開かれました。

報告では昨年度市内での救急出場件数は約 21万件あって、80台の救急車で対応しているそうです。

単純に計算して、1 台が 1 日に 7 回以上出場しています。 

「転倒」や「転落」を初め、ケガは家の中、駅や学校などいろいろな場所で発生します。意識が

ない、大量に出血している、今までと様子が違う時などはすぐに 119 番通報をと、消防は呼びかけ

ています。呼ぶことを迷う時には「＃7119」をダイヤルすると、医療従事者が電話口にでます。 

（参考：「ケガの予防対策」横浜市消防局  「横浜市で急な病気やけがで迷ったら」横浜市医療局） 

mailto:fujidananp@jcom.zaq.ne.jp
https://fujidananews.jimdofree.com/

